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材 積 査 定 の 場 合 の 標 準 地 の 面 積 は

どの位 の 大 きさが 必要 か

一 時 に 沖 縄 本 島 北 部 の 場 合 -

1. は じ め に

我 々が､ある森林の材毛与をLR りたい ときに､その森林全部の樹木につ いて測定をなすことの困難 な場合が多い｡即 ち時

IuJ白別こあるいは縫 控的に制約 を受け る場合が あるか らである｡そのため通常我 々は全林の調査をする代 りにその森林の一

部を選んでその材群を調査 し全体 の材疋王を推定するとい方法を採用する｡ この選ばれ る森林の一部が標準地 といオつれるも

ので､今全林旭 D面前 をA､材疋iをⅤとし､標準地の面二位をa､材故 をVとすると､全林分の材疋王Vは次式か ら求め られ る

V-vxA- ここに､標 準地Cv､aと仝林地のAは実測 され る ものである｡α
2, 棋王草地の設 定 標準月別ま前記の如 く全林の平均的材損を もつ区域である｡ この梗準地を選定するには､測定前に全

林の平均1犬態 を想定するという困難性がある｡それは測定者の主観に影響されて不安定だか らである｡つ ま りmlJ走者に よ

って選定 される箇所 も異な って くるだ ろうか らである｡故に従来の標準地法は近代統計学 の立場か らは欠点があると考 え

られ､近年は色々の方法が発表 されている (これろの方法は､大面ノ於の場合に特にその上特性 を発揮 する)｡

ここでは従来の標準地ブ去をⅧ単に説明するに とどめ よう｡初めに全林全体 を見 て立木の大小､密度などが平均 と患われ

る場所を選ぶ｡林相の変化のある森林では､林相の似ている部分に区分 して各区か ら標準地を選ぶ.榛準地はなるべ く簡

単な形にする｡ (円形､矩形 ､正方形等で普通は矩形か正方形に とる)｡一般に全面鎖の 5-10%程度の標準地を設定す

ることがY,-え られている｡特に傾斜 地では峯 か ら谷に細長 く標準地を設定するのが普通ICある (巾は 10m前後 )｡方形の

標 準地では1011×10m､20mX20m､20'lX30-n等 Z)面 鏡が考 えれ らる｡唯､一 般に標準地は､調査対象林分のt邑径が大 き

<､小 さい ときは小 さく設定 されるのが普通であ る｡

3. 額 準地の大きさの決定 (字引こ沖縄 本Jb北部の森林において) 前節で標準地の面鎖は､全林地面ラ隈の5-10%塩度

の標準地を設定すれば良い と述べたが ､1ヶ所 IC調査する標準地の大 きさは どの位の大 きさに した ら良 いのであろうか｡

このことに関 して､筆者の調査 した一例を参考 てに し簡単にのべてみよう｡

調杢 した休分はl色を藁の範囲が4-44｡m､樹 高が最 高13mであ った｡調査は同一箇所に直径5mお よび 10mの円形傑準地 と

10rnXIOfYt､10mx20m､20mX20mの方形標準地の計5個を中心点 を同一に して設定 した｡ 調査の結果は凡 そ次の通 りで

あ った｡ (方形標準地 ICの調査結果のみ･抜すい して示す)｡

‡周 査 兼吉 果 表

ノ快整地の大 きさ .lla当 り平均胡散 (m3)

110.ニ xx 12:mm l :;≡:oo;4.

24.3783 94,3898- 229.7382

15.8052 109.1748- 196.9252

誤差率 (%)

41.76

28.67

20m × 20m 128.091 8.9716 105.9620- 150.2204 1 17.28

用度対象林分のha当 り珠算IElbA私iは116.2218m3である｡ 上表 よ り傾準地の面敬が増加 すれば ha当 り推定材三田も共の材在i

に近づ くことを示 している｡以上の調宜は ヒ ッター リ ツヒ調査 も〃‡行 してお こな った標準地調査であ り､各標準地の合計

面朋も10'lXIDmは ､調香対象休分の約11%､10･nX20mでは約 22%､20mx20mでは約44%とな っているので単一的な比

き蚊ではないが､一 応20×20m程度の標準地の大 きさがあれば良いであろう｡

4. おわ りに 以上の如 く沖縄本島北部 Ieは､前記の如 き1皇径範囲を有 する林分な らは20m×20mの大 きさの標準地で

良いと考え らるが ､西表の大径大林分 や､その他の地区の小径木杯分につ いては20mX20mよ り多少の増減が必要 であろ

う｡後 口調杏の機会 を得て明 らかに したい と考 えるが､一応の 目安 と して20mX20mの大 きさの標準地 を設定すべ きであ

ろう｡ (‡沙 川 寧 F召 )


